
ひょうごの地質形成史（HP「兵庫の山々 山頂の岩石」　橋元正彦）

年代

（Ma）

0.01

完新世 ・6000年前　縄文海進

2.58

更新世

・7万～1万3000年前　最終氷期　周氷河地形ができる

・100万年前ごろ 六甲変動が始まる（播磨は東が上がり西が下が

る）

・3.1～2.2Ma 照来カルデラができる

5.3

鮮新世

・3Maごろ フィリピン海プレートの沈み込む方向が北から北西へ

変わる　日本列島は強い東西圧縮の場に 新中央構造線の活動が始

まる

23.0

中新世

・15Ma フィリピン海プレートが沈み込みを始める

・15Ma 伊豆弧が衝突を始める

・15Ma 日本海が開き、日本列島が今の位置に　フォッサマグナが

できる

33.9

漸新世

・30Maごろ 日本海が開き始める

・30Maごろ 古中央構造線の活動が始まる　領家帯や和泉帯の一部

が消える

56.0

始新世

・始新世中期 三波川帯が上昇し露出

・50Ma フィリピン海プレートが生まれる

66.0

暁新世

145

・花崗岩の貫入

・各地で大規模なカルデラ噴火

　（溶結凝灰岩などの火砕流堆積物、流紋岩溶岩）

201

・陸化し侵食の場に

252

299

・ペルム紀後期 南北中国地塊が衝突。これまで形成されていた付

加体（蓮華変成岩など）は、断片化して蛇紋岩メランジュ（蓮華

帯）の中に。

359

419

444

485

541

原

生

代

・大江山オフィオライト（マントル起源の蛇紋岩）形成

・600Maごろ　プレートの沈み込みが始まり、付加体が形成され

始める

・700Maごろ　ロディニア超大陸の分裂によってできた南中国地

塊の縁で「日本列島誕生」

1Maは100万年前を示している

ひょうごの地質 日本列島の主な地史

新

生

代

中

生

代

古

生

代

地質時代

ペルム紀

石炭紀

デボン紀

シルル紀

オルドビス紀

カンブリア紀

第

四

紀

新

第

三

紀

古

第

三

紀

白亜紀

ジュラ紀

三畳紀

新原生代

丹

波

帯

神戸層群

大阪層群

段丘堆積物

沖積層

大
陸
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日
本
列
島
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時
代

超

丹

波

帯

舞

鶴

帯

秋

吉

帯

関宮・出石岩体（蛇紋岩）

北但層群

甲山安山岩

鮮新世-

更新世

火山岩類

和泉

層群

篠山層群

智頭帯

周防帯

蓮華帯

三

波

川

帯

大規模

火砕流

堆積物

山陰

山陽

領家

花崗岩


